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T呼吸器の換気条件はrωrnmr、 i 凶j臭気景2Sml!kg とし、膜型肺血液潅流量を~Oml比g/min、膜型肺吹
送ガス/血流比を lとした。 A群の7頭では吹送ガ、スをa-1 : 100%酸素、 a'-2 : 50%酸素:50%窒素、 a-




(PVR : dyms's~c ・cm 勺はa- 1の992:!:147からa 2の1164:t197へ角.意に上昇ー したが、 a 3のpvn
















vascular resIsLance pvn)の変化を観察したのその結果、肺動脈血酸素分正の低 Fに伴ってpvnは上
??? ?
昇したが、高度の低酸素刺激ではPVRはプラトーに達することが判明した。また肺動脈血二酸化炭素分圧
の上昇に伴ってpHと関係なくPVRも上昇し、肺動脈血二酸化炭素分庄とPVRには正の相関があることが
あきらかとなった。なおこれらの変化は肺細動脈平滑筋の撃縮によると考えられるが、従来よりこの肇縮
は可逆的変化であることが知られている。
以上の結果から、 VVB-ECMOは肺動脈血の酸素分圧を上昇させ、二酸化炭素分圧を低下させることに
よって、 PVRを軽減する可能性が示唆された。本研究は肺動脈血酸素分圧および三厳化炭素分圧が肺高血
圧におよぼす影響と新生児童症呼吸不全におけるPFCに対するVVB-ECMOの作用機序を解明するうえで
貢献するところが少なくない。よって本研究者は博ー1:(医学)を授与されるに値するものと判定された。
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